
震深夢の森

「まぢづ〈リ計岳」の見直 L

まちづくり計画策定委員会委員長奥村 宇公

甲賀市では、市民協働の母体組織として市内23小学校区を基本単位に自治振興会を

設け、「地域自らが強みを活かし弱みを補うjまちづくリの仕組みを作り上げていくこ

ととし、現在26の自治振興会が設立され活動を展開しています。

大原学区においては、平成22年11月に当時の区長老中心に大原自治振興会設立準備

会が立ち上げられ、平成23年6月に発足しました。

大原自治振興会は、「住民一人ひとりが強い結びつきの中で、誰もがこれからも住み続けたいと願う元気

で力強い地域社会を目指しますjという大原学区の将来像を見据え、課題解決のため基本万針や目標を定め

た 「まちづくリ計画jを策定し、様々な事業に取り組んでまいリました。現在のまちづくリ計画は、当初平

成23年度から平成25年度までの3年間とされていることから、新たな計画に向け今年度に見直すことと芯

リました。

見直しにあたっては、告区から選出されている自治振興委員20名と各専門部会の正副部長による「まち

づくり計画策定委員会jを設置し、先進地研修やワークショ ップ及び策定会議を重ねてまいりました。

新たな計画では、第 1章 [現状と課題についてj、第2章 「まちづく り計画についてJの大原学区の将来

像 ・基本方針・目標芯どは大き芯修正はありませんが、計画の期間を10年間とし、第3章「まちづくり実

施計画についてjを追加し、 5つの分野[人権福祉分野 ・環境分野 ・生活基盤分野 ・地域振興(産業)分野 ・

教育分野]毎に取り組むテーマを掲げ、 テーマ毎に分野方針を策定しました。また、実施計画については 3

年毎に点検・評価し見直すこととしました。

今回策定したまちづくり計画は、平成26年2月13日の役員会の承認をへて、 3月 1日の臨時総会で審議、

決定されました。今後は、このまちづくり計画に墓っき、各専門部会を中心に事業を展開していくこととな

ります。今後とも、大原学区の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

くまちづくり計画の概要図を次ページに掲載しています。>





部 .A.. 
~ 活 動

• 生活環境部会 • ・2月23日防災講演
会と災害図上訓練

(かふか生涯学習館)

日本防災士会本田昭彦

さん他5名の指導で模

擬訓練

4まずは主要道路をマーカー

で塗ってー

.2月23日甲賀駅北口ロータリーの花壇の檀替え

'8-ー::I~ji~ 3種類のパンジ

ーに植替え

4好天に恵まれ作業
ははかどりました

• 教育文化部会 • ・1月29日子育て人権研修会(大原小学校PTAと共催)
17 -"'"恥骨一 司授業参観日に合

わせた企画で多

数参加いただき、

好評でした。
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• ...i弗教大教授原清治
さん講演 Iネット
社会における人権
問題を考えるj

4年生児童34名
は神区の中本清

治さんの指導で

シイタケ植菌体

験

4土地改良区の村山
さんらも協力、まず
はホダ木に穴開け。

• 健 福祉部会 • ・1月24日認知症サポート講習(かふか生涯学習館)

認知症サJtfータ

ーとは、認知症

の人やその家族

の「応援者j

4包括支援センター
職員他による寸劇

.サロン対象の健康と福祉関連商品の購入

今回購入の6品目は 『サロン備品リス

トjに追加し告サロンに配布します。

4シャツフJレ&
ゴルフセッ ト、
犬ほうカルタ

• 地域振興部会 • ・1月18日桜の木のてんぐ巣病対策(大鳥神社)

~:~_.rr .< r桜てんぐ巣病

駆除マニュアルj

による講習と枝

打ち体験

4樹木医西出稔さん
(守山市)による
実地研修

-学区内史跡、文化財の案内看板設置 (4か所)

高野天満宮、高

野城跡(以上高

野)、林田騰九部

碑(相模)、仏性

寺 (神)に設置

4仏性寺の案内看板

編集後記

先の臨時総会でまちづくリ計画の見直しが決定され、 次号では告専門部会の具体的芯事業計画を詳

報します。それに100万歩 .50万歩運動の達成者も発表します。
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